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重要取組シート 

取組項目 ３ 事務局職員の知識・能力と組織力の向上 

現状・課題 

・ 監査委員が効果的かつ効率的な監査を実施するためには、事務局職員の監査に

関する専門的な知識・能力を向上させ、監査技術をスキルアップさせることで、事

務局機能の充実・強化を図ることが不可欠である。 

取 組 の 

内  容 

・ 監査を実施する上での基準及び行動指針を定めた「堺市監査委員監査基準」と、

監査の効果的かつ効率的な実施のための必要事項を定めた「堺市監査等事務処理

要領」に基づき、職員間の監査水準の均質化を図るなど組織的に業務を遂行する。 

・ 日常の監査事務において、個々の職員の知識・能力や経験に応じたOJTを実施

する。 

・ 外部研修機関への派遣、外部専門家による事務局研修などの実施により、事務

局職員に専門知識を習得させて監査技術を向上させる。 

・ 事務局職員による調査の一部を委託している監査法人が有する監査に関する専

門知識や豊富な経験を活用するとともに、そのノウハウを事務局内に蓄積する。 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

前期 

（～7月） 

□ 転入者に対する研修（4月） 

□ OJTの実施（随時） 

□ 外部研修機関への職員の派遣（5～7月） 

□ 外部専門家（弁護士）による事務局研修（6、9、12、3月） 

中期 

（～11月） 

□ 監査法人が有する監査に関するノウハウの習得（8～1月） 

□ 外部研修機関への職員の派遣（9～10月） 

後期 

（～3月） 

□ 外部研修機関への職員の派遣（1月） 

次年度 

以降 

□ 上記取組の継続実施 

進
捗
の
状
況 

前期 

（～7月） 

□ 転入者に対する研修（4月） 

□ OJTの実施（随時） 

□ 外部研修機関への職員の派遣（5月） 

□ 外部専門家（弁護士）による事務局研修（6月） 

中期 

（～11月） 

□ 監査法人が有する監査に関するノウハウの習得（8月～） 

□ 外部専門家（弁護士）による事務局研修（9月） 

□ 外部研修機関への職員の派遣（11月） 

後期 

（～3月） 

□ 監査法人が有する監査に関するノウハウの習得（～1月） 

□ 外部専門家（弁護士）による事務局研修（12、3月） 

□ 外部研修機関への職員の派遣（1月） 
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２
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該当する 

施策 
― 

寄与する 

KPI 
― 

目標値（2025年度） 

― 

監査委員事務局 
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寄与する 

KPI 
― 

目標値（2023年度） 

― 

 


